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さまざまな分野の研究者に御社の優れた製品をアピールするチャンスとして、
ぜひご活用ください！

本特集号の概要と企画背景
　世界的に社会の高齢化が深刻な問題となりつつある現在，老化・寿命研究が大きく進展しています．な
かでも，健康で活動的である期間（健康寿命）をより延伸させること，“Productive Aging”が強く求めら
れており，厚生労働省の推進する「健康日本21（第二次）」においても，「健康寿命の延伸」が目標の一
つに据えられています（右下図）．
　日本における老化研究はこれまで，加齢にともない発症する疾患（メタボリックシンドローム，認知
症，骨粗鬆症など）の研究を中心に進展してきました．一方で上記のようなProductive Agingを実現する
には，「そもそもヒトはどのように老いるのか」という
根本的な疑問を解明する，老化・寿命に対する基盤的な
研究を進める必要があります．そこで本書では，そのよ
うな基盤的な研究の最新情勢を紹介するとともに，その
ような研究が社会に与えるインパクトを考えるため，海
外研究者のインタビュー記事や，メディア，経済，政策
など各視点からの考察を交え研究の意義を考察します．
今後の日本の研究と社会を左右する一大テーマを総力特
集いたします．ぜひご協賛のほどお願い申し上げます．

がん，幹細胞，代謝をはじめとする，生命科学・基礎医学の
幅広い層で注目必至の話題です！

ConBio2017（12/6～9）をはじめとする多数の学会にて販売する予定です！

AMEDでも今年度より研究プロジェクトが立ち上がるなど
科学界・産業界の大きな注目を集めるテーマです！

生命を科学する　明日の医療を切り拓く
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◆モデル動物　　◆抗老化方法論（食品・薬剤・運動など）　◆老年医学・医療
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＜序文＞ 今井眞一郎，吉野　純，鍋島陽一（ワシントン大学/先端医療振興財団）

＜概論＞ 老化・寿命研究元年 今井眞一郎，吉野　純，鍋島陽一（ワシントン大学/先端医療振興財団）
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1）栄養・飢餓シグナルによる老化・寿命の制御 西田栄介（京都大学大学院生命科学研究科）

2）代謝制御の臓器・組織連関と老化 片桐秀樹（東北大学大学院医学系研究科）

3）老化・寿命制御と睡眠制御の関係 佐藤亜希子（国立長寿医療研究センター）

4）臓器・組織の老化とステムセルエイジング 西村栄美（東京医科歯科大学難治疾患研究所）

5）細胞老化とmicrobiomeとがんの関係 原　英二（大阪大学微生物病研究所/がん研究会がん研究所）

6）酸化ストレス応答機構と老化 本橋ほづみ（東北大学加齢医学研究所）

7）Klothoの変異表現型と健康長寿の実現可能性 安部千秋，鍋島陽一（先端医療振興財団）

8）老化の比較生物学―ハダカデバネズミを例に 三浦恭子（北海道大学遺伝子病制御研究所）

第１章　老化・寿命研究の最先端

2018年1月発行予定　

編集／谷内田真一（大阪大学大学院医学系研究科 /国立がん研究センター）
がんの不均一性の理解と治療抵抗性への挑戦（仮題）
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第３章　エビデンスに立脚した抗老化方法論を求めて

1）老化・代謝制御におけるmicrobiomeと創薬応用 木村郁夫（東京農工大学大学院農学研究院）

2）NAD合成中間体を用いた抗老化方法論 吉野　純（Washington University School of Medicine）

3）Parabiosis実験から明らかとなった血液因子の重要性 Amy Wagers（ハーバード大学）

4）医療のbig data analysisと抗老化方法論 北野宏明（ソニーコンピュータサイエンス研究所）

5）アスピリンの大腸がん予防効果と抗老化作用 石川秀樹（京都府立医科大学）

第４章　キーパーソンインタビュー―次世代の老化・寿命研究に向けて

1）Dog Aging Project―rapamycin投与の抗老化試験 Matt Kaeberlein（University of Washington）

2）Sirtuin生物学の最新の話題 Leonard P. Guarente（マサチューセッツ工科大学）

3）細胞老化と個体老化―老化細胞除去による寿命延長 Jan M. van Deursen（メイヨー・クリニック）

4）Geroscience Initiative Japanの設立と意義 鍋島陽一（先端医療振興財団）

5）ベンチからベッドへ進む老化・寿命研究の最先端 
 今井眞一郎（Washington University School of Medicine）

第５章　Productive Agingを目指して―社会実装の試み

1）運動の抗老化作用とその実践 樋口　満（早稲田大学スポーツ科学学術院）

2）脳老化研究から得られた事実に基づくアルツハイマー病の発症予防
 柳澤勝彦（国立長寿医療研究センター）

3）工学的アプローチによる超高齢社会への挑戦 伊福部 達（東京大学高齢社会総合研究機構）

4）認知介入によるスマート・エイジング実現の試み 川島隆太（東北大学加齢医学研究所）

第６章　老化・寿命研究の社会的重要性

1）日米における老化・寿命研究の比較 瀬川茂子（朝日新聞社）

2）日本の老化研究の方向性について（政策立案の立場から） 原　克彦（文部科学省ライフサイエンス課）

3）老化研究の医療経済的な重要性（経済学者の立場から） 清家　篤（慶應義塾大学商学部）

4）老人の貧困化を防ぐために必要な老化・寿命研究の提言 唐鎌直義（立命館大学大学院社会学研究科）

第２章　世界における老化・寿命研究と医療の現在　

1）TAME Study（targeting aging with metoformin） Jamie Nicole Justice（ウェイクフォレスト大学）

2）ドイツにおける高齢化とMax Planckとしての研究の取り組み
 Adam Antebi（マックス・プランク老化生物学研究所）

3）細胞老化研究と英国の老化・寿命研究動向 成田匡志（英国がん研究所）

4）ロコモーターシンドロームに見る日本の老年医療の現在 樂木宏実（大阪大学大学院医学系研究科）

5）日本における百寿者研究の最先端 新井康通（慶應義塾大学百寿総合研究センター）

編集：今井眞一郎（ワシントン大学），吉野純（ワシントン大学），鍋島陽一（先端医療振興財団）
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＜編集部総力取材により，世界の第一線で活躍する研究者の生のメッセージを紹介します＞


